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お買い上げいたださありびとラございます。 

A 鞭化 I 電気製品は巧をのためのミち意事項 
胃〇 1を守日ないと、义がや人身事故に 
なることがあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意 
事項と製品の取り扱いかたをおしています。この 
取扱説明書をよくお読みのラえ、製品をま全にお使 
いください。お読みになったあとは、いつでを見ら 
れるところに必ず保管してくださし、。 


な 


Auto-lock Accessory Shoe 
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A 危険 I まをのために てお読み < ださい。） 


ソニー製品は安全に充分配慮して設 
計されています。しかし、誤った使い 
かたをすると、火災や感電などにより 
人身事故になることびあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお 
守りください。 

• ま全のためのを意事項を守る 
• 故障したら使わずに、ソ ニーの 相談 
窓□に修理を依頼ずる 
• 万一、異常び起きた5 


本機び熱<な〇 

変な音、変なにおい、煙び 

出たら 



〇本機の電源を切る。 

©電地をはずす。 

包ソニーの相談窓□に修理を依頼 
ずる。 


警告表示の意味 

取扱説明書では、次のよラな表示を 
しています。表示の内容をよく理觸 
してから本文をお読みください。 

IA 危哟 

この表示の注意事項を守5ないと、 
火が■感電-破裂などにより死 t や 
大けびなどの人身事故び生じます。 

この表示の注意事項を巧らないと、 
火が■感電-事故などにより死 t や 
大けびなど人身事故になることびあ 
ります。 

[ A 注点1 

この表示の注意事項を巧らないと、 
感電やその他の事故によりけびをし 
たり周辺の家財に損害を与えたりす 
ることびあ0ます。 


ま意を促す記号 


A 

A 

感電 

銭 


行為を禁止ずる記号 

® 0 ® ® 

めれ手ち止を止分解禁止接軸禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

指 
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お使いになる前に化ずお読み < だをい 

本機はオート□ックアクセサ U —シュー搭載のソニー製レンズ交換式デジ 
タルカメラおよびソニー製レンズ交換式デジタル HD ビデオカメラレコー 
ダーとの組み合わせでご使用いただけますび、ご使用の機種によっては一 
部動作しない機能びあります。 

本取扱説明書とあわせて、お使いのカメラの取扱説明書もご確認ください。 

本機は防塵防滴に配慮した構造となっていますび、ホコリや水滴の浸入を 
完全に防ぐものではありません。 

置いてはいけない場所 

使用中、保管中にかかわらず、次のよラな場所に置かないで<ださい。故障 
の原因になります。 

• 異常に高温になる場所 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特に高温になり、放置すると 
変おしたり、故障したりすることびあります。 

• 直射曰光の当たる場所、熱器具の近< 

変おしたり故障したりすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂ミ兵などの砂ぼこりの多い場所 
海辺和砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかか5ないよ 
ラにしてください。故障の原因になることびあります。 
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をな特長 



* DSLR - A 100 を除く 
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る部の名前 



丘]内蔵ワイドパネル (23) 
回発光部 

回ワイヤレス信号受光部 
(38) 


团 AF 補助光発光部巧〇) 

固才ート□ックフット （10) 
固キャッチライトシート 
(26) 




個 

個 

晒 


回上下方向バウンス角度表示 
(25) 


回フラッシュ取りはずしボタン 
( 10 ) 


圓液晶表お部 (8) 

回操作部 (7) 

耐 左ちバウンス角度表の 

(25) 


画電池室ふた(弓） 

回 S ニスタンド (39) 

*兰脚取り付け巧 

ご使用前に本機前面部の保護シートを 
はがして < ださい。 


0内の数ぞは各表示の説明び掲載されているページです。 
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操作部のを前 



田 TTL/M ( MANUAIVMULTI ) ボタン 团 Fn ボタン/十きキー 

(29、33、42、45、引） 

图 MODE ボタン (14) 

图 TEST ボタン (20) 

オレンジ：充電完了 
緑：調光日 K 


液晶表示部の照明について 

液晶表示部び暗いとさは固液晶表示部照明ボタンを巧して照明をつけるこ 
とびでさます。 

• カメラ未接続、またはパワーセーブ状態のカメラに接続した状態では約8 
秒間照明び点灯しまず。その間に本機またはカメラの操作を巧ラと、点 
灯時間は延長されます。 

• 点灯中にちラー度液晶表示部照明ボタンを巧すと、すぐに消灯しまず。 


(29、33、42、44、が、 52) 
固電源スイッチ （11) 

固あ晶表示部照明ボタン 
因 ZOOM ボタン (22) 


() 巧の数字は各表示の説明び掲載されているページです。 



液晶表巧部の名机 

の- 
回 

固 
团 
固- 
固 
囚 
图 
回 
励 


の HSS り V イスピードシンク□读お 
(32) 

回ワイヤレス光量比助御表示 (45) 
回発光モード表示 （14) 

囲ワイヤレスチャンネル表示(48、 
54) 

固ワイヤレス信号発光（コント □- 
ラー)表示(43、45、 55) 

固十字キー操作方向表示 (52) 

回光量レベル表示(29、 33) 

图照射角（ズーム)切り換え表示 
( 21 ) 

回 TTL 制御表示/マニュアル発光表 
お/マルチ発光表示 (2 弓、 33) 

圃照射角（ズーム)/マルチ発光回数 
表示(21、 33) 


回ワイヤレスコント□ールリモート 
表示(40、43、 45) 

画マルチ発光間隔単位表示 (33) 

画距離表示/マルチ発光間隔表示/ 
光量比表示（17、33、 45) 

回才ーバーヒート表おり 3) 

画ワイドパネル表示 (23) 

圃バウンス表示 (24) 

圃カスタム設定表示 (52) 

圆電池警告表示 (12) 


® AUT 0 HSS 
WLi RATIO 
CH 1234 CTRL 百 


CTRLHzRMTRMTZIa 

化贸8浸 M 


LEVEL 卖仆 ： AM ZOOM . [だ!'' WIDE ' 


MULT 


MANUAL 


TTL 


圆画面回画恆歴固画 
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0内の数ぞは各表示の説明び掲載されているページです。 












電池の入れかた 


政下のいずれかの電池を使用しまず。 

電池は同捆していません。 

• 単3おアルカ1」乾電池4本 
• 単3おニッケル水素電池 ( Ni - MH ) 4本 
ニッケル水素電池は、必ず指定の充電器で完全に充電してか5お使い< 
ださい。 

1電池室ふたを図の方向に押して開ける。 




2電池室の表示にしたびって電池を入れる。 



3電池室ふたを閉める。 

• 開けるとさと反巧の手順に沿ってください。 
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カメラへの取り付け、取りはずしかた 
巧0付けかた 


本機の電源を切った状態で、オート□ックフットを、矢印方向 
に止まるまでオート□ックアクセサリーシューにしっかり差 
し込む。 

• 自動的に□ックされます。 

• カメラの内蔵フラッシュび上びっているときは、下げてから取り付けて 
<ださい。 

• 本機は、オート□ックアクセヴ U —シューじ(外には対応していません。 



取りはずしかた 

フラッシュ取りはずしボタンを巧しなび5①、本機を矢印⑤の 
ち向へスライドさせて取りはずず。 
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電源を入れる 

電源スイッチを ON にずる。 

本磯の電源び入ります。 

• 電源び入ると液晶表示部に表示び現れます。 



• 液晶表示部に何も現れないとさは、電池の向きを確認してください。 

電源を切るには 

電源スイツチを 「 OFF 」 にします。 


OFF, .ON 
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パワーセーブ 

力;>< ラ未接続、またはパワーセーブ状態の力;>< ラに接続した状態で本機を 

3分政上操作しないでいると、節電のため自動的に電源び切れ、液晶表示び 

消灯しまず。 

• ワイヤレスフラッシュ撮影時(40、45ぺージ）は60分でパワーセーブに 
な0ます。 

•ノ くワーセーブまでの時間を変更、またはノ（ワーセーブの作動を禁止でを 
ます (56 ページ)。 

• カメラの電源スイッチを OFF にすると、連動して本機はパワーセーブに 
な0まず。* 

* DSLR - A 100 を除く 

• カメラ側びパワーセーブ(液晶モニターの自動オフなど)のとさは本職と 
の通信び巧なわれません。この間は本機の発光モード、 TTL / M モードの 
切り換えやオートズーム機能、 WIDE 表示、調光距離表示び力;><ラと連動 
しません。 


電池巧量のチェック 

電池の残量びかなくなると、液晶表示部に電池警告表示び現れます。 



しんなミ颇 

電池の交換をおすすめします。 
この状態でち、 TEST ボタンびオレ 
ンジに点灯したら、本職は発光巧 
能でず。 


Q のみ点滅 

本磯は発光しません。新しい電池 
と交換してください。 




才ーバーヒート表巧について 

連続発光および高温環境下で本機を使用すると本磯の温度び上昇し、内部 
のま全回路によりしばらく発光でさなくなります(オーバーヒート)。 

• オーバーヒート中は液晶表示部の[巧(オーバーヒート表示)び点滅しま 
す。 

• 本機の温度び低下すると表示び消え、発光できるよラになります。 

• オーバーヒートしたときは、本磯の温度を下げていただくため必ず本機 
の電源スイッチを OFF にし、約10分間ご使用を休止してください。 
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巧光モードの切り換え 


MODE ボタンを巧ず。 

• 故下のよラに液晶表示部の表示び変わります。 

力 ラ未接続のとを、またはカメラ接続時でカメラ側びパワーセーブ 
(液晶 モニターの 自動オフなど)のとを： 

ち々 AUTO) 一 WL — ⑥ - AUTO) 一 … 

力 ラ接続時でカメラ側びパワーオンのとを ( WL 未設定）： 

ち々 AUTO) 一⑤一 4 ( も AUTO) 一 … 



• カメラ側の設定が強制発光の際は「ちマーク」、自動発光の際は「>マーク 
( AUTO )」 び表示されます。 



発光モードについて 

• ち強制発光モード 
必ず発光します。 

• ち AUTO 自動発光モード 
力 ラの設定び自動発光のとをに設定されます。 
• WL ワイヤレス発光モード 

ワイヤレスフラッシュ撮影のときに設定します。 

•® 発光禁止モード 
発光しません。 
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基本的な撮影(プ□グラムォート ( P ) 
フラッシュ撮露） 

• オートモードやシーンセレクションのあるカメラでは、それ5のモード 
をここではプ□グラムモードとして扱っていまず。 

1 カメラの撮震モードを P モードにずる。 

2 MODE ボタンを巧して、自動発光表示け AUTO」 または 
強制発光表示け」を表示させる。 



• カメラ側の設定び強制発光の際は「ろマーク」、自動発光の際は 
マーク （ AUTO )」 び表示されます。 


P "1 

1.0 


[I ち AUTOj HSS 

!JJ 

1 A ZOOM 


A ZOOM 





















3 シャツターボタンを半押しして、被写体が調光距離の節囲 
内にあることを巧認する。 

• 調光距離については17ページをご覧ください。 



4本機の巧電び完了した5、シャッターボタンを巧し这んで 
撮影ずる。 

• 本機操作部の TEST ボタンびオレンジに点灯したら、充電完了です。 



撮影後、適正露出び得られたとさには、本磯操作部の TEST ボタンび緑 
に点滅します。 

• 充電び完了する前に撮影すると、発光び足りず露出アンダーになること 
びあ0ます。 

• セルフタイマーでフラッシュ撮影を行ラとさは、充電完了を確認してか 
らシャッターボタンを押し込んでください。 

. 自動発光 Ci AUTO ) 、強制発光 (ち)、 強制発光禁止 (を)) のどれび選ばれる 
かは、力;><ラによって異なります。詳しくはカメラの取扱説明書をご覧 
<ださい。 
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調光距離 

シャッターボタンを半巧しずる。 

液晶表示部に、適正露出び得5れる撮影距離(調光距離)び表示されます。 
被写体びこの範囲内にあるのを確認してか5撮影してください。 



表示可能な距離範囲は I . Om 〜 28 m です(下向さのバウンス撮影時は日. 7 m 
〜 28 m (28 ページ)）。調光距離びこの範囲を越える場をは、両側の4また 
は►び点打します。 

適正露出の得られる範囲は I . Omi ^ TF です。 

撮影距離び1.日 mOT のときは画面の下部び暗く 
なることびありまず。力;><ラの絞0や ISO 感度を 
調節して撮影距離を変えてください。 

適正露出の得られる範囲は I . Om 〜 28 mi ； LL で 

• 上方向のバウンス撮影時、ワイヤレスフラッシュ撮影時には、調光距離は 
表示されません。 

• 調光距離範囲の近距離側限界より近くで撮影すると、 TEST ボタンび緑色 
に点滅していてち露出オーバーになったり、画面下部び暗くなった0す 
ることびあります。表示されている範囲内で撮影してください。 

WB 白動補正機能 

フラッシュ発光時の色温度情報か5ホワイトバランスを自動補正しまず。 
( DSLR - A 100 を除く） 

• 力;ラとのクリップオン接続で TTL フラッシュ撮影時に機能します。 

• マニュアルフラッシュ撮影 (29 ページ)時は磯能しません。 


碁本撮影 
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カメラのる撮該モードでのフラッシュ 
撮露 


カメラの撮影モードを A (絞り優先)、 S (シャッタースピード優先)、 M (マ 
ニュアル)にすれば、それぞれの撮影モードに応じた TTL フラッシュ撮影び 
行えます。 


1 カメラの撮影モードを設定ずる。 


2 MODE ボタンを巧して、強制発光表示 r りを表示させる。 

• 本機は強制発光となります。 



3カメラの撮影モードに応じて攻下を設定し、ピントを合わ 
せる 


カメラの撮影モード 

設定内容 

A (絞り優先） 

絞り値を設定する。 

• 絞りを絞り込む(絞り値を大きくする）と調 
光距離は短く、開放側にする(絞り値をルさ 
くする）と長くなります。 

• シャッタースピードは自動的に設定されま 
す。 


18 










カメラの撮影モード 

設定内容 

S (シトッタースピー 
ド優制 

シトッタースピードを設定する。 

M (マニュアル） 

絞0値とシャッタースピードを設定する。 

• 絞りを絞り込む(絞り値を大さくする）と調 
光距離は短く、開放側にする(絞り値をかさ 
くする）と長くなります。 


4 巧電び完了した5、シャッターボタンを巧し & んで撮暴ず 
る。 


^ TTL フラッシュ 撮影- 

マニュアルフラッシュ撮影び常に決まった光量レベル(発光量)で発光 
するのに対し、 TTL * フラッシュ撮影では、レンズを通って来た被写体か 
5の光を測光し、それに従って発光量を決めます。 

TTL 調光には、プ U 発光を加えた P-TTL 調光や、それに距離情報を加味し 
た ADI 調光などびあります。 

本機ではそれらも含めてすべて TTL フラッシュ撮影と定義し、本機の液 
請表术部 I し^811^国と表のします。 

* TTL 二 Through the lens の略 

• ADI 調光は、距離エンコーダー内蔵レンズとの組み合わせでのみ可能です。 
ADI 調光機能をご使巧の際は、ご使用のレンズび距離エンコーダー内蔵で 
あることをレンズの取掘説明書の r まな仕様」でご確認のラえ、ご使巧くだ 
さい。 


基本撮影 
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テスト巧光 

撮影前に、本機をテスト発光させることびでさます。マニュアルフラッシュ 
撮影 ( M ) 時にフラッシュメーター等をお使いの際には、テスト発光を行い 
確認してください。 

TEST ボタンびオレンジに点巧した5、 TEST ボタンを巧ず。 



• TEST ボタンは状態に応じて似下の色で点灯します。 

一オレンジ：充電完了 
一 緑：調光 0 K 

• テスト発光時の光量は、マニュアルフラッシュ撮影 (29 ページ)で設定さ 
れている数値に依存します。 TTL フラッシュ時はフル発光します。 

• テスト発光の機能を使って、撮影前に被写体の影の出方を確認でさます 
(モデリング発光)。本機のモデ U ング発光には、3回発光とモデ U ング 
発光(一定の間隔で4秒間連続発光)びあります。設定方法については、 
「カスタム設定」の「テスト発光モードの設定に05)」巧6ぺージ)をご覧く 
ださい。 
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照射ちの切り換え 

照射ち自動切り換え(才ートズーム） 

本機では、 24 mm 〜] 05 mm の範囲で撮影中のレンズの焦点距離に对応 
し、照射角を自動で最適に切り換えます(オートズーム)。通常は手動で照 
射角を切り換える必要はありません。 

照射角（ズーム)切り換え表示 「A ZOOM 」 び表示されているとさはオート 
ズームび働いています。照射角（ズーム)切り換え表示 「 AZOOM 」 が表おさ 
れているとさは液晶表示部の照射角は表示されません。 



焦点距離 24 mm の場合 焦点距離] 05 mm の場合 


• オートズームのげ態で焦点距離 24 mm 未満のレンズを使用するとワイド 
パネル表示 「 WIDE 」 び点滅します。このとさは内蔵ワイドパネル (23 ペー 
ジ)の使用をおすすめします。そのまま撮影すると、画面周辺び暗くなる 
ことがあります。 

画面サイズ最適化ズーム制御機構 

本徽ま、カメラのイメ ージャサイズ ( APS - C /35 mm 判）に応じて照射角を最 
適に設定します。 ( DSLR - A 1 00を除く） 



応用撮影 
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照射ち手動切0換え(マニュアルズーム） 

使用中のレンズの焦点距離にかかわらず、手動で照射角を設定でさます(マ 
ニュアルズーム）。 

ZOOM ボタンを巧して、設定したい照射角を選ぶ。 

• ■ LU 下の範囲で照射角び切り換わります。 

105 mm 一 70 mm 一 50 mm 一 35 mm 一 28 mm 一 24 mm 
一 A ZOOM 一 105 mm 一… 



• 手動で設定した場をは、照射角の上に 「M ZOOM 」 び表示されます。 

• 使用中のレンズの焦点距離より狭い照射角（望遠側)を設定すると、画面 
周辺び暗くな0ます。 

• マニュアルズーム時の照射角（ズーム)表示における照射角は、 35 mm 判 
焦点距離の画角角度となります。 

广照射角と焦点距離- . 

カメラレンズは、焦点距離の数値び大さくなるにしたびって遠くのもの 
でも画面いっぱいに撮影でさるよラになりますび、一方で撮影でさる範 
囲び狭くなりまず。逆に焦点距離の数値びかさくなるにしたびって撮 
影できる範囲び広くなります。照射角とは、フラッシュの光びある一定 
の明るさ政上にムラなく照射される範囲を角度で表したちのです。 
レンズの焦点距離によって必要な照射角びさまることか5、フラッシュ 
の照射角は一般的に焦点距離の数値で示されます。 
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内蔵ワイドパネル (15 mm の焦点距離に巧応) 

内蔵ワイドパネルを引さ出すと、 24 mm 未満〜] 5 mm までの焦点距離に 
对化、します。 


ワイドパネルをゆっくりと引き出して発光部側に倒し、一緒に 
引さ出されたキャッチライトシートを巧し戻ず。 



• 液晶表示部にワイドパネル表示 「 WIDE 」 び現れまず。 

• パネルを収納する際は奥までさっちり巧し込み、ワイドパネル表示 
「 WIDE 」 び消えたことを確認してください。 

• ワイドパネルを強い力で引き出さないでください。ワイドパネルを破損 
させる恐れびあります。 

• 焦点距離 18 mm 未満のレンズで平面被写体を正面か6撮影する場を、画面 
中央部と周辺部では到達光量に差びでるため、画面周辺び若干暗 < なるこ 
とびあ0ます。 

• 焦点距離び 15 mm より広角のレンズを使用すると、画面周辺び暗くなる 
ことびあ0ます。 

• 焦点距離は 35 mm 判換算焦点距離となります。 

•16 mm F 2.8 Fisheye レンズの画角には対応しておりません。 

• 本機を付属のケースに入れるときは、必ずワイドパネルおよびキャッチ 
ライトシートを本体に収納してください。 


応用撮影 
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バウンス撮影 

被写体のすぐ後ろに壁びあるときに本機を発光させると、壁に強い影びで 
さてしまいます。このよラな場合に発光部を天井などに向けて発光させ、 
その反射光によって被写体を照明すると、強い影びな < なり、画面全体に光 
の回つた和ねらかい写真び撮れます。 



ノ（ウンス撮影 通常のフラッシュ撮影 
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カメラをしっかり持ち、発光部を上方向またはをちに回乾させる。 



• フラッシュ発光部を上方向に回転させると、液晶表示部の調光距離は表 
おされません。八イスピードシンク 0(32 ページ)も解除されまず。 

• フラッシュ発光部を上方向に回転させている場合は、バウンス表示び点 
巧しません。 

• フラッシュ光を反射させる面(天井や壁)は、白に近いちのをおすすめし 
まず。反射面び白(がのとさは、反射したフラッシュ光び色の影響を養 
けることびあります。高い天井や、ガラスなどはおすすめでさません。 



応用撮影 
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バウンス角度の調整 


本磯の直接光とバウンス光が同時に画面に入ると、照明ムラの原因となり 
ます。実際に撮影するを件でバウンス角度を調整しなび5テスト撮影を行 
い、最適な角度を決めてください。 

撮影を件の例：反射させる面までの距離、撮影距離、使用するレンズの焦点 


良い例 


距離 




上方向にバウンスさせる場合 

下の表を参考に角度を決めて < ださし、。 


使用レンズの焦点距離 

パ’ウンス毎度 

70 mm な上 

30°、45° 

28 mm 〜 70 mm 

6日。 

28 mm しツ下 

75°、90° 


キャッチライトシートについて 

キャッチライトシートを使ラと、人物の目に光び写0こみ、表情をより生さ 
生さとさせることがでさます。 

• 本磯の内蔵ワイドパネルを引を出すと、キャッチライトシートが同時に 
引を出されます。ワイドパネルを巧し戻してください。 

• キャッチライトシートをお使いのときは、発光部を上方向90°に向けてバ 
ウンス撮影してください。 
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クイックシフトバウンス機能の使いかた 

縦位置撮影時のバウンス撮影でち、横位置撮影と同じバウンス光をすば和 
く設定できます。また、横位置撮影時と同様の角度で本機の操作ボタンを 
お使いいただけます。 



ちちバウンス90度フラッシュ正面光 

この状態(上下バウンスが位置)では画面周辺(上下)び若干暗くなる場をび 
ありまず。このような場合は、内蔵ワイドパネルをお使いになるか、左ちバ 
ウンスを通常(左ちバウンス 0°) 位置にてお使い < ださい。 



• この状態のとき、液晶表示部のバウンス表示8^が点滅します。 

• この状態で本機の照射角設定びオートズーム 「A ZOOM 」 のとさ、照射角 
が広角側に補正され、左ちバウンスが位置に比べて調光距離び短くなる 
ことがあります。 


応用撮影 
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近距離撮影(下向をの/ V ’ウジス撮影） 

0.7m 〜1 .Om の距離にあるものを撮影する場合1ま、フラッシュ発光部を下 
に向けると、被写体を正確に照らすことびでさます。 



カメラをしっかり持ち、発光部を下方向に回乾させる。 



• 回転角度は8°です。 

• 液晶表示部にバウンス表示び現れます。 

• 0.7m 政内で撮影すると、フラッシュ発光部び被写体の方向に向かないた 
め、画面下部び暗くなることびありまず。オフカメラ撮影を巧ラか、マク 
□ツインフラッシュまたは U ングライトの使用をおすすめします。 

• 下方向に回転できるのは、左ちバウンスが位置と90°位置のときのみです。 
• 全長び長いレンズをご使用のときは、フラッシュ光びレンズ先端部にさえ 
ざられる場合びありますので、ごミ主意ください。 
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7 ニュアルフラッシュ撮影 ( M ) 


通常の TTL フラッシュ撮影では、被写体び適正露出になるよラに本機の発光 
量び自動的に調整されます。マニュアルフラッシュ撮影にすると、被写体 
の明るさやカメラの設定に関係なく、常に一定の発光量を得られます。 

• 被写体の反射率に影響されないため、反射率び極端に高いちのや低いち 
のを撮影するとさに便利です。 

• マニュアルフラッシュ撮影は、カメラの M (マニュアル)モードでのみ可 
能です。 M モードじ(外で行ラと、自動的に TTL フラッシュ撮影に切り換わ 
0ます。 

• 本機のカスタム設定 (52 ページ)で、力;>< ラの M モード列■でも マニ ユア 
ルフラッシュ撮影び行なえるよラに設定を変更できます。 


> HSS 

ごの 

J.U m 

LEVELS 

U i n 

,/ , ~u. 

MZOOM 

1 巧 mm 

1 immjM \ 


TTL フラッシュ撮影 


TTL / M ボタンを巧して、液晶表示部に 

• 政下の順で表示び変わります。 


マニュアルフラッシュ撮影 

IHI を表示させる。 





応用撮影 
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2 A キーまたは V キーを巧して、設定したい光量レベルを選 
ぶ。 

• 光量レベルは1/1(最も明るい）〜 1/128( 最も暗い)の数値から設定 
でをます。 

1/1〜1/2〜1/4〜1/8〜1/16〜1/32〜1/64〜1/128 
• 同じ光量レベルに設定してち、そのとさ光量レベルを上げているか 
下げているかで光量レベルのステップ表示び異な0ます。 

例： 

▽キー 

1/1一1/1 (-0.3) 一 1/1 (-0.7) 一 1/2 ...1/64(-03) -1/64(-07) 
一1/128 
A キー 

1/1卜1/2 (+0.7) 卜1/2 (+0.3) 卜1/2 ••- 1/128(+0.7)- 
1/128(+0.3) -1/128 

• 本徽ま光量レベルの刻みを変更することで、最大22段階の光量設定 
びでさます。光量レベルの刻みについて詳しくは、57ページをご覧 
<ださい。 
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• シャッターボタンを半巧しすると、液晶表示部に適正露出び得 b れる距 
離び表示されます。絞り値を調整して、適正露出距離を撮影する距離に 
合わせて撮影します。 


リ！ -iri I 迅 

immm 


I適正露出の得られる範囲は1.0 m 政下です。 

I 撮影距離び 1.0m 政下のとさは画面の下部び暗 
くなることびあります。カメラの絞りや ISO 感 
度を調節して撮影距離を変えてください。 

I 適正露出の得られる範囲は 28mliLL です。 


マニュアルフラッシュ撮影では、1/1を最大発光量として、お好みのレべ 
ルに調光できます。光量レベルの分数表示1段(例：]/1一 1/2) は、絞り 
値1段(例： F4 一 5.6) に相当しまず。 

マニュアルフラッシュ撮影では、設定した光量レベルで発光されるため、 
撮影後に TEST ボタンの調光確認表示縮に点滅)はありません。 


応用撮影 
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八イスピードシンク□撮影 ( HSS ) 



八イスピードシンク□撮影 通常のフラッシュ撮影 


ノ V イスピードシンク□撮影にずると、フラッシュ同調速度の制限びなくな 
0、カメラの持つシャッタースピード全域でのフラッシュ撮影びでをるよ 
ラになります。絞り値の選択幅び広びるので、絞りを開けて背景をぼかし 
て、前の被写体びより引さ立つ写真を撮ることびでさます。またカメラの 
A モードや M モードで開放側の絞り値でフラッシュ撮影をするとさ、背景び 
非常に明るくて通常は露出オーバーとなるよラなシーンでも、高速シトッ 
ターを使って適正露出び得られます。 

HSS 設定をオフにする方法については、「カスタム設定」 （52 ページ)をご覧 
ください。 

广 フラッシュ同調速度-\ 

一般的にフラッシュ撮影時には、これ攻上の速度で撮影できないといラ 
限界のシャッタースピード(フラッシュ同調速度)びありまず。八イス 
ピードシンク□撮影の可能な力ラでは、この同調速度の制限はなくな 
り、カメラの持つ最速のシトッタースピードでのフラッシュ撮影び可能 
です。 
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マルチ巧巧撮影 (MULTI) 

シャッターび開いている間に本機を複数回発光でさます(マルチ発光)。 
マルチ発光させると、動さのあるものを分解写真のよラに撮ることびでさ 
ます。 

• マルチ発光撮影は、原則としてカメラの M モードで行ってください 。 M 
モードた(外では正しい露出び得られないことびあります。 

• カスタム設定によ0、力:>< ラび ME — ド政外でちマルチ発光撮影び巧な 
えます。 （52 ページ） 



TTL / M ボタンを押して、液晶表示部に画四画を表示させ 

る。 



応用撮影 
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2 Fn ボタンを巧して、マルチ発光間隔表示 「 Hz 」 の数値を点滅 
させ、 A キーまたは V キーで、発光間隔を選ぶ。 

• 発光間隔の数値は1秒あたりの発光回数をおしています。 

• 政下の範囲で発光間隔び切り換わります。 

100、9日、8日、70、60、50、4日、3日、20、 ] 日、9、8、7、6、5、 
4、 3、 2、1 

• A キーまたは V キーを押したままにすると、数値は連続して変わりま 
す。 



3 Fn ボタンを巧して、マルチ発光回数表示 rriMESJ の数値を 
点滅させ、 A キーまたは▽キーで発光回数を還ぶ。 

• な下の範囲で発光回数び切 D 換わ D ます。 

--、 ] 日0、90、80、70、60、50、45、40、35、30、25、20、15、 

] 日、9、8、7、6、5、4、3、2 

• A キー または キー 对甲したままにすると、数値は連続して変わりまず。 
• 「--」位置では、シャッターの開いている間中、設定した発光間隔で可能 
な限り発光し続けます。 
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4 Fn ボタンを巧して、光量レベル表示の数値を点滅させ、 A 
キー または Vキーで 光量レベルを選ぶ。 

• 光量レベルは1/8〜1/128(最も暗い)の数値か5設定できます。 

1/8〜1/16〜1/32〜1/64〜1/128 
• 光量レベルの刻みを変更することで、マルチ発光では最大13段階の 
光量設定びでさます。 

光量レベルの刻みについて詳しくは、57ページをご覽ください。 



5 Fn ボタンを巧して設定を終了ずる。 

6シャッタースピードと絞り値を設定ずる。 

• シャッタースピードは、選択した発光間隔と発光回数に合わせて、;欠 
の式よりホめてください。 

発光回数 ( TIME ) - 発光間隔 ( Hz ) 查シャッタースピード 
例えば、発光回数10回、発光間隔 5 Hz にした場合、10づ二2、で 
シャッタースピードは2秒た(上に設定してください。 

7本機の充電が完了した S 、 シャッターボタンを巧し&んで 
撮影ずる。 

• 液晶表示部には、1回の発光で適正露出の得られる距離び表示され 
も!^ 〇 

• マルチ発光撮影時は、手ぶれ防止のため S 脚のご使巧をおすすめし 
も!^ 〇 



応用撮影 
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• カスタム設定でテスト発光1回 riESTU を選んだ状態でテスト発光 
ボタンを巧すと、巧しているあいだ、設定した発光間隔•回数•光量 
レベルでテスト発光び行われます。 [ TEST 3」 を選んでいるときは3回 
発光、 riESTM 」 を選んでいるとさは4秒間のモデ U ング発光び優先さ 
れます。 

連続発光回数の上限 

電池の充電量には限界びあるため、マルチ発光撮影時の連続発光回数には 
上限びあります。切下の表を目安にしてください。 


アルカリ電池の場合 


光量 

1 発光間隔 (Hz) 1 

レベル 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 21 

1/8 

5 

T" 

~T~ 

"T" 

T" 

5 

"T~ 

"T 

6 

6 

6 

T" 

7 

~T 

"T~ 


10100*100* 

1/16 

8 

下 

~T~ 

~T~ 

下 

9 


~io 

10 

15 

15 

雨 

20 

lo" 

"4^ 


100*100*100* 

1/32 

15 

15 

15 

15 

17 

17 

18 

18 

20 

40 

50 

65 

80 100* 100*1 孤 * 100*100*1 00* 

1/64 

30 

1 〇 ~ 
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"40" 

"4^ 

75 

100*100*100* 

100* 100* 100*1 孤 * 

100*100*100" 

1/128 

60 



百 

"to" 

100*100* 

100*100*100*100*100* 80 100*100*1 孤 * 100* №100* 


100*は100 iU 上を表します。 


ニッケル水素電池の場合 (21 OOmAh 使用時) 


光量 

1 発光間隔 (Hz) 1 

レベル 

100 

90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

9 

8 

7 

6 5 4 3 21 

1/8 

5 

T" 

~T~ 

"T" 

~T" 

~T~ 

"T" 

T 

6 

7 

7 


"T 

1010 25100*100*100* 

1/16 

8 

下 

~T~ 

~T~ 

~T~ 

~T~ 

百 

~io 

10 

15 

20 

lo~ 


75100*100*100*100*100* 

1/32 

17 

17 

~ i 8 

IF 


~ i 9 


~20 

40 

80100* 100* 100* 100* 100* 100* 100* 100* 100" 

1/64 

32 

IT 




"4^ 

万 


100* 100* 100* 100* 100* 100* 100* 100* 100* 100* 1ooi 

1/128 

63 

65 

70100*100*100*100*100*100* 

100*100* 

100* 80 

100* 100*1 孤* 100*100*100* 


10 0* は100 iU 上を表します, 


• 電池の種類や状態によって発光回数は変わります。 


36 




ワイヤレスフラッシュ撮露 (WL) 

本磯を使って、じ(下のワイヤレスフラッシュ撮影びできます。 

[ A ] ワイヤレスフラッシュ撮影(本機：オフカメラ） 

カメラの内蔵フラッシュをコント□-ラー((力;><ラに取り付けて)制 
御光を発光するフラッシュ）、本機をオフカメラフラッシュ け！タラか 
ら離して使用するフラッシュ）とします。 

問ワイヤレスフラッシュ撮影(本機：コント□—ラー） 

本機をコント□ーラー、ちラ1台のフラッシュをオフカメラフラッシュ 
とします。 

に]複数巧での光量比制御ワイヤレスフラッシュ撮影 

本機をコント□ーラーとし、複数台のフラッシュをグループ化して光 
量比設定します。 



通常撮影 ワイヤレスフラッシュ撮影 [ A ]、[ B ] 



ワイヤレスフラッシュ撮影に]饼量比制御時) 


応用撮影 
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ワイヤレスフラッシュ撮影の距離轟囲 

ワイヤレスフラッシュは、フラッシュの発光を信号光として、力;>< ラから離 
した本機を発光させます。信号光び正しく受け取れるよラ、力;ラ-本槪 • 
被写体を設置してください。 

• 室内など暗いところで撮影してください。 

• 下図の灰色の部分にカメラから離した本機を設置してください。 



ワイヤレスフラッシュ撮影の距離表 



カメラと被写体 
の距離馈 1) 

1 H \/ L - F 43 AM と被写体の距離读 2) | 

HSS でない撮該 

1 HSS 撮該 1 

シャッター 
スピード 

全シャツター 
スピー ド 

同調速度が下 

1/250軟 

1/500秒 

1/100日秒 

1/20日日砂 

絞り値 

2.8 

1.4-5 

1-5 

1-3 

1 -2.1 

1-1.5 

1-1.1 

4 

1-5 

1-5 

1 -2.1 

1-1.5 

1-1.1 

- 

5.6 

1-5 

1-5 

1-1.5 

1-1.1 

- 

- 


単位 ： m 


• 表の値はじ0感度 IS 01 狐の場合です。 ISO 40 日の場をは、遠い側び上記の 
値の2倍になります。（上限は 5 m を目安としてください。） 

• ワイヤレスフラッシュ撮影では、液晶表示部の調光距離は表示されませ 
Aj 。 
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s ニスタンド(付属)の開閉のしかた 

• S ニスタンドは折0たたみ式です。開いたが態でご使用<ださい。 



S ニス タンドの巧0付け、巧0はずしかた 

• 本機をカメラから離したときは、付属のミニスタンドをご使用ください。 

取0巧けかた 取 D はずしかた 



• S ニスタンドの=脚用ネジ巧で、兰脚に取り付けることち巧能です。 

S 脚に取り付けるとさは、ネジの長さび 5.5 mm 未満の兰脚をお使いくだ 
さい。ネジの長さび 5.5 mmUI 上の兰脚ではしっかり固定でさず、ミニス 
タンドを傷つけることびあります。 

• ミニスタンドは、はずれることびあります。はずれた場をは、軸を隙間に 
巧し込んではめなおしてください。 



応用撮影 
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[A] 本機をオフカメラとしたワイヤレスフ 
ラッシュ撮影 

カメラの内蔵フラッシュの光を伝達信号とし、カメラから離した本磯を発 
光させます。 



1本機をカメラに取り付け、本機とカメラの電源を ON にずる。 

2カメラをワイヤレスフラッシュに設定ずる。 

• ワイヤレスフラッシュに設定する方法は、力;>< ラによって異なりま 
す。詳しくはカメラの取扱説明書をご覧ください。 

• カメラをワイヤレスフラッシュに設定すると、本機も自動的にワイ 
ヤレス設定になり、液晶表示部にワイヤレス発光表示 rwu が現れま 
す。このとき、フラッシュのチャンネル情報びカメラに伝わりまず。 
• ワイヤレスフラッシュ撮影時でち発光レベルを切り換えることびで 
さます。詳しくは57ページをご覧ください。 


3本機をカメラか6取りはずし、カメラの内蔵フラッシュを 
上げる。 

• 本磯液晶表示部のワイヤレスコント□ール U モート表示び 、 rRMTJ 
または 「 RMT 2」 になっていることを確認してください。 

4カメラと本機を設置ずる。 

• 室内など暗いところに設置してください。 

• 設置方法は38ページをご覧ください。 
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5 内蔵フラッシュと本磯の巧電完了を確詔ずる。 

• 内蔵フラッシュの充電完了表示はカメラによって異なります。詳し 
くはカメラの取扱説明書をご覧ください。 

• 本機は、ワイヤレスフラッシュ撮影をしている場をの充電完了時に 
は前面の AF 補助光び点滅し、 TEST ボタンびオレンジに点灯します。 



6テスト発光を行い、本機の発光を確認ずる。 

• ワイヤレスフラッシュ撮影時のテスト発光の方法は、カメラによつ 
て異なります。詳しくはカメラの取扱説明書をご覧<ださい。 

• 発光しない場をは、力;>< ラ-本機-被写体の配置場所を変えるか、本 
磯のワイヤレス信号受光部を力^ラに向けてください。 

7ちラー度内蔵フラッシュと本磯の巧電完了を確認し、 
シャッ ターボタンを巧し&んで撮影ずる。 



応用撮影 
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本機単独でワイヤレスに設定ずる場合 

[ A ] でいったんワイヤレス設定をしたあとは、本機のチャンネルを変えずに 
同ーカメラと本機を使い続ける場を、巧からは力^ラと本機を別々にワイ 
ヤレスに設定することも可能です。 

カメラ側： 

ワイヤレスフラッシュに設定ずる。 

操作方法はカメラの取扱説明書をご覧<ださい。 

本機側： 

1 TTL / M ボタンを巧して、 *11 ■または IMIH 1 を表示させる。 

• raiHi を選択した場含は、設定された光量でコント□ーラー発光び 
7ニュアル発光します。 

2 MODE ボタンを巧してワイヤレス発光表示 「 WL 」 を表示させ、 
Fn ボタンを巧す。 

3 <キーまたは!>キーを巧して 「 RMT 」 または rRIVlT 2」 を点滅さ 
せ、 Fn ボタンを巧す。 

• ワイヤレスチヤンネル表示びコント□ーラーと同じことを確認して 
<ださい。 

ワイヤレスチヤンネル表示を切り換える場含は、「カスタム設定」 （52 
ページ)をご覧ください。 
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[B] 本機をコント□-ラーとしたワイヤレス 
フラッシュ提影 

対応カメラ （ DSLR - A 900、 DSLR - A 700、 SLT - A 77 V 、 SLT - A 65 V 、 HEX -7) 

をお使いの際は、フラッシュを2台故上使用す机ま'、カメラに取り付けるフ 
ラッシュをコント□ー ラー、カメラから離して置くフラッシュをオフカ;/ラ 
フラッシュとしてワイヤレスフラッシュ撮影びでさます。コント□ーラー 
と して本機を ご使用く ださい。 



オフカメラ 
フラッシュ 


DSLR - A 90 日、 SLT - A 77 V 、 SLJ - A 65 V 、 NEX -7 で HVL - F 56 AM 、 HVL - 
F 36 AM をオフカメラフラッシュとして使う場をは、本機のコント □- 
ラーモードをに TRL 2]( コント□-ラー表示に TRL 」） に設定してくださ 
い。 

コント□ーラーモードの設定は、「カスタム設定」 ( C 03) (55 ページ）をご 
覧< ださい。 

I カメラ、本機、オフカメラフラッシュの設定をずる。 

カメラ側： 

ワイヤレスフラッシュに設定する。 

操作方法は力;>< ラの取扱説明書をご覧ください。 


応用撮影 
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本機側： 

1 MODE ボタンを巧してワイヤレス発光表示 rwu を点归さ 
せ、 Fn ボタンを押す。 

2 <1 キーまたは!>キーを巧して rCTRU を点滅させ、 Fn ボタ 
ンを巧す。 

• コント□-ラー表おに TRL +」 またはに TRU び表示されます。 

オフカメラフラッシュ側： 

お使いになるフラッシュの設定をワイヤレスコント□ールリモート 
モードにします。本機をオフカメラフラッシュとしてお使いになる場 
をは、42ページをご覧ください。（ワイヤレスコント□ールリモート 
モードは 「 RMT 」 に設定してください。）本機似外のフラッシュをお使 
いの場をは、お使いのフラッシュの取扱説明書をご覧ください。 

2本機をカメラに取り付け、カメラ、本磯、オフカメラフラッ 
シュの電源を ON にずる。 

3本機を取り付けたカメラとオフカメラフラッシュを設置 
ずる。 

• 設置方法は、38ページをご覧ください。 

4オフカメラフラッシュと本磯の巧電完了を確認ずる。 

• 本徽ま、ワイヤレスフラッシュ撮影をしている場合の充電完了時に 
は前面の AF 補助光び点滅し、 TEST ボタンびオレンジに点灯します。 
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5 テスト発光を行い、オフカメラフラッシュの発光を確認ず 
る。 

• テスト発光の方法は、カメラによって異なります。詳しくはカメラ 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 

• 発光しない場合は、カメラ-本機-被写体の配置場所を変えるか、本 
磯のワイヤレス信号受光部を力^ラに向けてください。また、コン 
卜□ーラーとオフカ y ラフラッシュのチャンネルび同じになってい 
るかを確認してください。 

6もう一度オフカメラフラッシュと本機の巧電完了を確認 
し、シャッターボタンを巧し&んで撮彰する。 

• 光量比お脚設定 ( RATIO ) を 「 OFF 」 にしても、ワイヤレス信号をさるた 
め、コント□ーラーち発光します。 

[ C ] 複数なでのが■比制御ワイヤレスフラッ 
シュ撮影 

対応カメラ （ DSLR - A 900、 DSLR - A 700、 SLT - A 77 V 、 SLJ - A 65 V 、 NEX -7) 
をお使いの際は、コント□ーラーの発光を含めた最大3グループで光量比制 
御ワイヤレスフラッシュ撮影びでさます。 

コント□ーラー：本機 
オフカメラフラッシュ： 

HVL - F 58 AM 、 HVL - F 43 AM (本機)、 HVL - F 42 AMo 
複数のグループ ( RMT 、 RMT 2) に設定可能。 



1 


オフカメラ 
フラッシュ 

(RMT2) 


応用撮影 
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•「 RMT 」 グループには本機または HVL - F 58 AM 、 HVL - F 42 AM 、 rRMT 2」 グ 
ループにはに TRU 」 （表示に TRL +」） に設定した本磯または HVL - F 58 AM 
び使用でさます。 

• ワイヤレス（オフカラフラッシュ）に設定した HV し F 42 AM は、 「 RMT 」 
グループとして扱われまず。このため3グループで撮影するには、 
rRMT 2」 グループにできる本磯または HVL - F 58 AM びぶ、要でず。 

• DSLR - A 900、 5に A 77 V 、 SLT - A 65 A 、 NEX -7 は、オフカ;><ラフラッシュ 
に HVL - F 56 AM 、 HVL - F 36 AM をお使いになれます。この場をは、コント 
□-ラーモードをに TRL 2」 應示に TRU ) に設定してくださし V オフカ 
；><ラフラッシュの HVL - F 56 AM 、 HVL - F 36 AM は 「 RMT 」 グループとして 
扱われ、本機または HVL - F 58 AM をコント□-ラーとして最大2グループ 
までの光量比制御撮影のみ可能です。コント□ーラーモードの設定は、 
「カスタム設定」の rC 03」（55 ページ)をご覧くださし、。 

• 光量比制御ワイヤレスフラッシュ撮影では、液晶表示部の距離表示/マ 
ルチ発光間隔表示/光量比表示で全体の光量比率を表おします。 

例）表示び「4 : 2 :1」の場をは、各グループのフラッシュび全体の4/7と 
2/7と1/7の光量で発光します。 


L 

CTRL RMTRMT2 

> WL RATIO 

/ 

CH1 CTRL 日 


1 カメラ、本機、オフカメラフラッシュの設定をずる。 

カメラ側： 

ワイヤレスフラッシュに設定する。 

操作方法は力^ラの取扱説明書をご覧ください。 

本機側： 

1 MODE ボタンを巧してワイヤレス発光表示 rwu を点〇さ 
せ、 Fn ボタンを巧す。 
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2 づキーまたは! > キーを巧してに TRU と 「 RATIO 」 を点滅さ 
せ、 Fn ボタンを巧す。 

3 么キーまたは V キーを巧して、光量比を選択する。 

• 政下の範囲で光量比び切0換わります。 

]、2、4、8、16、 一* 

可一」表おを選択した場を、発光しな< な0ます。 

4 <キーまたは!>キーを巧して、コント□ーラー、オフカメラ 
フラッシュ （ RMT 、 RMT 2) の光量比を選択し、 Fn ボタン 
を巧す。 

• 本機をに TRL 1」 （表示に TRL +」） に設定してコント□-ラーで使 
用するとさに、発光させたくないオフカメラフラッシュ （ RMT / 
RMT 2) びある場をは、光量比設定を本機側で「一」にしてくださ 
い。 

5 TTL / M ボタンを巧して、 ■ii ■を表示させる。 

• 田因の田! を選択した場をは、設定された光量でコント□ーラー凳 
光び7ニュアル発光します。 

オフカメラフラッシュ側： 

お使いになるフラッシュの設定をワイヤレスコント□ール1」モート 
モードにします。本機をオフカ;><ラフラッシュとしてお使いになる場 
合は、42ページをご覧ください。本磯!;(がのフラッシュをお使いの場 
合は、お使いのフラッシュの取扱説明書をご覧ください。 

2本機をカメラに取り付け、カメラ、本機、オフカメラフラッ 
シュの電源を ON にずる。 

3本機を取り付けたカメラとオフカメラフラッシュを設置ず 
る。 

•設置方法は、38ページをご覧ください。 
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4 オフカメラフラッシュと本機の巧電完了を確認ずる。 

• 本磯は、ワイヤレスフラッシュ撮影をしている場合の充電完了時に 
は前面の AF 補助光び点滅し、 TEST ボタンびオレンジに点灯します。 

5テスト発光を巧い、オフカメラフラッシュの発光を確認ず 
る。 

• テスト発光の方法は、カメラによって異なります。詳しくはカメラ 
の取扱説明書をご覧ください。 

• 発光しない場をは、カメラ-本機-被写体の配置場所を変えるか、本 
機のワイヤレス信号受光部を力;><ラに向けてください。また、コン 
卜□ーラーとオフカメラフラッシュのチャンネルび同じになってい 
るか確認してください。 

6ちラー度オフカメラフラッシュと本機の巧電完了を確認 
し、シャッターボタンを巧し&んで撮震する。 

ワイヤレスフラッシュ撮露時のま意 

•ワイヤレスフラッシュ撮鼠時は、撮影直前にフラッシュび信号光として 
一度発光するため、フラッシュメーター、カラーメーターでの測定はでさ 
ません。 

• ワイヤレスフラッシュのテスト発光は、現在選択されているテスト発光 
モードで行われます。 [ TESTI 」 だと1回、 [ TESTS 」 だと3回、 ITESTM 」 だと 
4秒間発光します。 

テスト発光の設定については、「カスタム設定」 （52 ページ)をご覧くださ 
い。 

• 本機の照射角は、自動的に 24 mm になります。 24 mmL 义列はおすすめで 
さません。 

• オフカメラ撮影では、 ADI 調光は自動的に P - TTL 調光になります （19 ぺ一 
ジ)。 

• マルチ発光撮影はでさません。 
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• 撮影尝などで近くにワイヤレスフラッシュ撮影をしている人びいると、 
その人の内蔵フラッシュ等の信号光により、本磯び発光してしまラこと 
があります。このような場をは、カスタム設定によりチャンネルを変更 
して、誤発光を防げます (52 ページ)。 

• ワイヤレスフラッシュ撮影時に、まれに周囲の静電気や電磁波ノイズに 
よつて誤発光する場含びあります。 

使用しないときは、 MODE ボタンを巧して強制発光禁止表示 「®」 を選 
んで < ださし、。 

• まれに、ワイヤレスフラッシュを設置した位置などにより、信号光び届か 
ないなどの理由で誤発光してしまラ場合びあります。そのよラな場をは、 
ワイヤレスフラッシュの設置位置を変えるか、本機のカスタム設定でワイ 
ヤレスのチャンネル設定を変えることで、誤発光を防げます (52 ページ)。 

• オフカメラフラッシュは、同時に複数台を使用できます。 

•オフカメラフラッシュ側び MAN UAL モードのときは、各フラッシュで設 
定された光量で凳光します。 


応用撮影 
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AF 補助巧 

被写体び暗いときやコントラスト(明暗差)びルさいときは、 シャツ ターボ 
タン半押し等オートフォーカスでピントををわせる際、本機前面のホいラ 
ンプび光ることびあります。これは、オートフォーカスでピントををねせ 
やす < するための AF 補助光です。 



• AF 補助光は、強制発光禁止表示 「®」 び表示されていてち発光します。 

• 本機の AF 補助光び発光するとをは、カメラの AF 補助光は発光しません。 
• フオーカスモードびコンテイニユアス AF の状態になっているとき（動い 
ているものにピントををわせ続けている場を)は、 AF 補助光は発光しま 
せん。 

• レンズの焦点距離び3日 Ommi ； (上のとさは、 AF 補助光は発光しないこと 
びあります。本機を力;><ラから離しているときも発光しません。 
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リセット(お買い上げ時の設定に戻す） 

MODE ボタンと TTL / M ボタンを同時に3秒攻上押し続ける。 

本機の設定び切下の初期状態に房ります。 


項目 

お買い上げの設定 

ページ 

発光あり/なし 

発光あり 

(強制発光/自動発光 
冷 AUTO)) 

14 

照射角 

オートズーム （105mm) 

21 

フラッシュモード 

(TTL/M/MULTI) 

TTL 

29、33 

TTL/M でのワイヤレス 
フラッシュ （WL) 

RMT 

37 

光量比制御 (RATIO) 

1:1:1 

45 

TTL/M での光量レベル (LEVEL) 

1/1 

29、33 

マ J レチ発光での光量レベル 
(LEVEL) 

1/32 

33 

マルチ発光での発光間隔 (Hz) 

5 

33 

マルチ発光での発光回数 (TIME) 

10 

33 


カスタム設定 (52 ページ)は U セツトされません。 



応用撮影 
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カスタム設定 

本機の各種設定を、お好みの状態に変更でさます。 

し U 下の9項目の変更び巧能です。ド下線は初期設定） 

• C 01 八イスピードシンク□の設定(全/切） 

• 〔02ワイヤレスのチャンネル切り換え（チャンネル1〜 4) 

• 〔03ワイヤレスコント□-ルモードの設定(丄/2) 

• 〔日4マニュアルフラッシュ撮影 ( M ) ‘マルチ発光撮影び設定できる撮影 
モード ( M モードのみ /全モード可能） 

• C 05 テスト発光モードの設定(1图/ 3回/ 4秒発光） 

• C 06 パワーセーブまでの時間 (3 日秒/3日分/なし） 

• C 07 ワイヤレス時のパワーセーブまでの時間 (60 分/なし) 

• C 08 距離表示の単位( メー トル /フィート) 

• C 09 光量レべ J レの刻み(ステップ)の切0換え(を！ / 0.5) 


カスタム設定を巧う 

カスタム設定は下記の流れで行います。 

1本機の電源を入れたげ態で、 Fn ボタンを3秒 liU : 巧し続け 
る。 

• 最初の設定項目に01八イスピードシンク□の設定)び表示されま 
す。 
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2 < キーまたは! > キーを巧して変更したい設定項目を選ぶ。 



3 A キーまたはVキーを巧して設定内容を変更し、 Fn ボタン 
を巧ず。 

• カスタム設定び終了し、液晶表示部び元に戻ります。 

• C 03、 C 日4、 C 06. C 07 で初期設定外を選んだ場合、液晶表示部に 
田び残ります。 

• 選択された設定は、本磯の電源を OFF にした場合や電池を损いた場 
合でち保持されまず。 


応用撮影 
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カスタム設定の内容 

C 01 八イスピードシンク□の設定 


• 同調速度より高速側のシトッタースピードに設定した場を、八イスピー 
ドシンク□撮影に自動的に設定されます。同調速度はカメラによって異 
なりまずので、ご使用の力;>< ラの取扱説明書をご覧ください。 

• 明るい場所での撮影をおすすめします。 

• バウンス撮影での八イスピードシンク□撮影はできません。 

• 八イスピードシンク□撮影時のフラッシュ ーターやカラー;ーターの 
ご使用は、適正露出や正しい色の測定びでをない場をびあるため、おすす 
めでさません。 

• 八イスピードシンク□撮影時は、通常のフラッシュ撮影時よりも調光距 
離範囲び短くなります。撮影前に被写体び距離表示内にあることを確認 
して < ださい。 

• ワイヤレスフラッシュ撮影でも八イスピードシンク□撮影び巧能です。 

• 「〇げ」を選ぶと、八イスピードシンク□撮影は解除されます。辭除すると、 
同調速度より高速側のシャッタースピードは設定されません。 




C 02 ワイヤレスのチヤンネル切り換え 



• 本機のチヤンネルを変更したあとは、一度カメラに取り付けて 
シャツターボタンを半押ししてください。 
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cos ワイヤレスコント□ールモードの 設定 




本磯をワイヤレスのコント□-ラーとして使う際は、オフカメラフラッ 
シュの種類に応じてコント□-ル発光のモードをに TRLl 」 とに TRL 2」 か5 
選びます。 

液晶表示部のワイヤレス信号発光（コント□-ラー)表示は、になりま 
す。 

• に TRL 1」 モード時：に TRL +」 

オフカ;><ラフラッシュとして、 HVL - F 58 AM 、 HVL - F 43 AM 、 
HVL - F 42 AM のみを使用する場合にこのモードを選びます。 

• に TRL 2」 モード時：に TRL 」 

オフカ;><ラフラッシュとして、 HVL - F 56 AM 、 HVL - F 36 AM も使用す 
る場をにこのモードを選びます。 

C04 マニュアルフラッシュ 撮影 (M) 

る 撮影 モードの 設定 


マルチ発光撮影がでさ 


1 

だ; 


P 円弓だ; 


[化' 

iTEPmai 


广 nu 

L U1 因 

;)」を選ぶと、すべての撮影モードでマ 

•「PASM (カメラ全モード可龍 


ニュアルフラッシュ撮慕•マルチ発光撮影び可能となります。 M モー 
ド！;!外で撮影を行うと正しい露出び得5れない場台びありますの 
で、 M モードでの使用をおすすめします。 

「PASM (カメラ全モード可能)」を選んでいるとさは、カメラの撮影 
モードを 「 AUTO 」 に設定しても本機はマニュアルフラッシュ撮影 
モードを保持しまず。 


応用撮影 
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cos テスト発光モードの設定 



• riESTlJ :フラッシュの光量設定に応じてテスト発光します 
(通常発光時は1回発光)。 
rTEST3 」 ： 3回モデ U ング発光します。 
rTESTMJ : 4砂間モデ U ング発光します。 


C 06 パワーセーブまでの時間の設定 



•「PS 0.5」： 3日秒 
「PS 3」： 3分 
「PS 30」： 3日分 


「 P 5— 」：パワーセーブなし 


C 07 ワイヤレス時のパワーセーブまでの時間の設定 



• rPS 60」： 60分 

「 PS — 」：パワーセーブなし 


C 08 距離表示の単位の設定 
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C 09 光量レベルの刻み(ステップ)の切り換え 



• 「日.3」：日.3 EV 刻みで光量レベルを切り換えます。 

「日.5」：日.5 EV 刻みで光量レベルを切り換えます。 

光量レベル表示について 

設定した切り換えステップにより、！; TF のよラに光量レベルび変化します。 

切り換えステップ「0.3」のとさ 
V キー 

1/1 -- 1/1 (-0.3) 一 VI (-0.7) -1/2 -1/2 (-0.3) ••-1/64(-0.3)一 
1/64(-07) -1/128 
A キー 

1/1-1/2 (+0.7) -1/2 (+03) -1/2卜 V 4(+0.7) ••- 1/128(+0.7) 
卜 1/128(+0.3) -1/128 

切り換えステップ「0.5」のとさ 
V キー 


1/1-1/1 (-0.5) - 
A キー 

> 1/2一 

>1/2 (-0.5) • • 

- 1/64-1/64(-0.5) -1/128 

1/1卜1/2 (+0.5 い 
1/128 

-1/2 - 

-1/4(+0.5)- 

- ' 1/64卜 1/128(+0.5) 卜 


下のよラな場合は、そのとさ光量レベルを上げているか下げているかで 
表示び異なりまずび、発光される光量レベルは同じです。 

例：1/1(-0.7)と1/2(+日.3)、 VI (-0.5) と1/2 (+0.5) 


応用撮影 
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ご 使用上のを 意 

撮影上の注意 

• 本機は強い光び出ますので、人物の目の前で発光させないで < ださい。 

• 本機と電池の過熱と莫化を防ぐため、連続発光を20回政上行わないでく 
ださい。(光量レベル V 32 の場をは、40回） 

制限回数まで連続発光した場をは、10分切上休止して自然を却してく 
ださい。 

• バウンス撮影で発光部を回転した場合は、発光部を人体に近づけないで 
<ださい。発光時に目を痛めたり、火傷の恐れびあります。 

• 発光部などを回転するとさは、回転部分に指などをはさまないよラごを 
意ください。けがの原因となることびあります。 

• 本機は防水性能は備えていません。海辺等で使用されるとさは、水や砂 
びかか5ないようミ主意してください。水、砂、ホコ U 、 塩分等び残ってい 
ると故障の原因になります。 

• 電池室ふたを閉める場を、電池室ふたをしっかり抑えなび5閉めて< だ 
さい。 

この時、指などをはさまないよラにごミ主意<ださい。けがの原因になる 
ことびあります。 

電池について 

• アルカリ乾電池は、温度や保管のしかたによっては、電池残量び実際の残 
量よりち低く液晶表示部に表おされることびあります。このよラな場含 
でも、本機をしばらく使用すると電池残量び回復します。 

• ニッケル水素電細ま、電池残量び残りかなくなると急激に性能びお下し 
ます。撮影中に突然電池警告ランプのみび点滅して本機び使用でさなく 
なったり、電池警告ランプび点滅し始めてすぐに使用不可能になること 
ちあ0ます。 

• 電池の製造後の経過期間により、新しい電池でも本機の発光間隔および 
発光回数び性能表と異なることびあります。 

• 電池交換の場をは、電源を切り、数分待ってか5取り出してください。雲 
池によっては、凳熱する場をびありまず。取り出す際はごミ主意ください。 
• 長期間ご使用にな5ないときは、電池を取りはずして保管してください。 
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使用溫度について 

• 本機の使用温度範囲は日で〜4日でです。 

• 直射日光下の車内など極度の高温下和、湿度の高いところに本機を放置 
しないで < ださい。 

• 急激な温度変化をちえると内部に水滴をちじる危険性があります。ス 
キー場のような寒い屋がから温かい室内に持ち込む場をは、屋外でビ 
ニール袋に入れ、袋の中の空気を絞り出して密閉します。その後室内に 
持ち込み、周囲の温度になじませてから取り出してください。 

• 電池の性能は低温になるほどほ下します。低温下では、新しい電池を使 
ラ、保温した予備の電池を用意して暖めなびら交互に使ラ、などの点に留 
意してご使用<ださい。またお温下では、電池の残量び残っていてち一 
時的に電池警告ランプび点滅することびあります。なおお温のために性 
能び低下した電池でち、常温に房せば性能は回復し再び使えるよラにな 
ります。 

お手入れのしかた 福 

本磯をカメラか5取りはずし、柔らかい巧でから拭きしてくださし、砂が 

ついたとさは、こすると傷を付けますので、プ□アーで軽く吹さ飛ばしてく 

ださい。ミちれびひどいとさは、中性洗剤溶液を少し含ませた巧で拭いてか 

5、もラー度から拭きしてください。シンナー、ベンジン、アルコールなど 

は表面の仕上げを傷めますので使わないで<ださい。 
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主な仕様 

ガイドナン バー 

通常(閃光)発光 ( ISO 100) 

マニュアル /35 mm 判画角時 


光量レベル 

レンズ焦点距離(照射角） mm 1 

15 * 

24 

28 





1/1 

13 

23 

24 





1/2 

9.2 

16.3 

17.0 





1/4 

6.5 

11.5 

12.0 





1/8 

4.6 

8.1 

8.5 








1 W 








■a 
















mm 






* ワイドバネル装着時の照射角です。 


APS - C 画角時 


光量レベル 

1 レンズ焦点距離(照射角） mm 1 

15 * 

24 

28 

35 

50 

70 

105 

1/1 

13 

24 

25 

30 

35 

41 

43 

1/2 

9.2 

17.0 

17.7 

21.2 

24.7 

29.0 

30.4 

1/4 

6.5 

12.0 

12.5 

15.0 

17.5 

20.5 

21.5 

1/8 

4.6 

8.5 

8.8 

10.6 

12.4 

14.5 

15.2 

1/16 

3.3 

6.0 

自 .3 

7.5 

8.8 

10.3 

10.8 

1/32 

2.3 

4.2 

4.4 

53 

6.2 

7.2 

7.6 

1/64 

1.6 

3.0 

3.1 

3.8 

4.4 

5.1 

5.4 

1/128 

1.1 

2.1 

2.2 

2.7 

3.1 

3.6 

3.8 


* ワイドバネル装着時の照射角です。 
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八イスピードシンク□(フラット)発光 ( ISO 100) 
マニュアル /35 mm 判画角時 


シャッター 
スピー ド 

レンズ焦点距離(照射角） mm 1 

15 * 

24 

28 

35 

50 

70 

105 

1/250 

5.0 

8.4 

9.1 

9.9 

1日.8 

14.0 

16.7 

1/500 

3.5 

5.9 

6.4 

7.0 

7.7 

9.9 

11.8 

1/1000 

2.5 

4.2 

4.6 

5.0 

5.4 

7.0 

8.4 

1/2000 

1.8 

3.0 

3.2 

3.5 

3.8 

5.0 

5.9 

1/4000 

1.2 

2.1 

23 

2.5 

2.7 

3.5 

4.2 

1/8000 

0.9 

1.5 

1.6 

1.8 

1.9 

2.5 

3.0 

1/12000 

0.6 

1.0 

1.1 

1.2 

1.4 

1.8 

2.1 


ワイドパネル装着時の照射角です。 


APS - C 画角時 


シャッター 
スピード 

1 レンス焦点距離(照射角） mm 1 

15 * 

24 

28 

35 

50 

70 

105 

1/250 

5.0 

9.1 

弓' 9 

10.8 

14.0 

15.3 

16.7 

1/500 

3.5 

自 .4 

7.0 

7.7 

9.9 

10.8 

11.8 

1/1000 

2.5 

4.6 

5.0 

5.4 

7.0 

7.7 

8.4 

1/2000 

1.8 

3.2 

3.5 

3.8 

5.0 

5.4 

5.9 

1/4000 

1.2 

2.3 

2.5 

2.7 

3.5 

3.8 

4.2 

1/8000 

0.9 

1.6 

1.8 

1.9 

2.5 

2.7 

3.0 

1/12000 

0.6 

1.1 

1.2 

1.4 

1.8 

1.9 

2.1 


ワイドパネル装着時の照射角です。 


発光間隔/発光回数 



アルカリ 

ニッケル水素電池 
(2100 mAH ) 

発光間隔(砂） 

約 0.1 〜 2.9 

約 0.1 〜 2.2 

発光回数(回） 

約200挡上 

約250な上 


• 発光回数とは、新しい電池で電池消耗までに発光でさる回 
数を表します。 
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連続発光 ] 日コマ/軟で40回の連続撮影に追随巧能 

(閃光発光時、発光レベル1/32、 105 mm . ニッケル水素 
電池使用時） 

AF 補助光 低コントラストかつ低輝度時自動発光 

動作範囲 （ DSLR - A 7 狐に焦点距離 50 mm レンズ装着時） 
中央エ U ア： 0.5 m 〜 6 m 
その他周辺エ U ア： 0.5 m 〜 3 m 
調光方式 プ U 発光による光量制御 TTL ダイレクト調光 

外形寸法 約75 mm x 129 mm x 87 mm (幅/高さ/奥行さ） 

質量 約34日旨（電池含まず） 

電源電圧 DC 6 V 

推奨電池 単3おアルカ U 乾電池4本 

単3おニッケル水素電池4本 

同捆物 フラッシュ（1)、ミニスタンド（1)、ケース（1)、 

印刷物一式 


取扱説明書に記載の磯能は当社試験条件によります。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、 
ご了承ください。 
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巧 証書と アフターサービス 

保証書は国内に限 S れていまず 

本製品は、国内仕様です。外国で万一、故障、不具をび生じた場をの現地で 
のアフターサービスおよびその費用については、ご容赦ください。 

保証書 

• この製品には保証書が添付されておりますので、お買い上げの隙お買い 
上げ店でお寅け取り < ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してくだ 
さい。 

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 


アフターサービス 

調子の悪いとさはまずチェックを 

この取扱説明書をもラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさは 

ソニーの相談窓□にご相談<ださい。 

ご相談になるときは、次のことをお知5せください。 

• 品名： HVL - F 43 AM 
• 故障の状態：でさるだけ詳し< 

• 購入年月日 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをまず。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場をは、ご要望により有料修理させていた 
だをます。当社では本磯の補修用性能部品(製品の機能を維持するために 
必要な部品)を、製造巧ち切り後最お7年間保有していまず。 
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(2 ぺージを合わせてお読み < ださい。) 


A 警告 I A A 

义が 感電 


下記のを意事項を守らないと、ジだ JSI • 感電により 
巧亡や大 けがの原因となります。 


分解や改造をしない 

火災や感電の原因となります。危険ですので、絶対に自分で分解 
しないで < ださい。 


分解禁止 


内部の点検や修理はソニーのホ目談窓□にご依頼ください。 


内部に水や異物を入れない 

水や異物が入ると火災や感電の原因となります。この製品は防 
水構造にはなっていませんので、水中や雨天での使用はでをませ 
ん。万一、水や異物び入ったとさは、すぐに力;><ラ本体のスイッ 
チを切り、本磯か5はずしてください。ソニーの相談窓□にご相 
談ください。 


0 

禁止 


本機を巧団などでおおった状態で使わない 

熱びこもって変あしたり、火災の原因となることびあります。 


0 

禁止 


発光部を人の目に近づけて発光させない 

強力な光は目をいためる恐れびあります。 


0 

禁止 


落下などで、が装ケースなどび破損したとさは、絶巧 
に露出部分に触れない 

感電の原因となることびあります。 


接触禁止 


自動車などの運転中にスト□ボを操作したり、運転を 
に向けてスト□ボを発光させない 

交通事故の原因となることがあります。 


0 

禁止 


万一、使用中に高熱、焦げ臭い、煙び出るなどの異常を 
感じた5、ずみやかに電池を巧き、使用を中止してく 
ださい。 

放置すると义がや义傷の原因となります。 


接触禁止 
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「/?\'ま思1 

善会 


下記の注意事項を守らないと、|^方|<をしたり周辺の貢?財に 
損害を与えたりすることびあります。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場巧では使わない 

上記のよラな場所で使ラと、火災や感電の原因となることびあり 
ます。 禁止 

めれた手で本機をさわ S ない 

感電の原因となることがあります。 

めれ手禁止 

乳幼児の手の届かないところで使用/保管ずる 

ケガ、感電、故障の原因になります。 


ま定した場所に置< 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置いたり、不安定な状態 
で設置すると、製品び落ちてけびの原因となることびあります。 

発光部をお膚や物で覆ったまま発光させない。 

発光のとき、発光部び大変熱くなり、火傷の恐れびあります。 

カメラに取り付ける際は、本機の電源を切った状態で 
行う。 

本磯の誤動作や誤発光の原因となり、強力な光で目をいためる恐 
れびあ0ます。 


0 

禁止 

なれ手禁山 

〇 

指术 

0 

禁止 

0 

禁止 

〇 

指示 


安全のために 
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|A 危険 I 電池についての安全上のご注意と 
-ぉ願ぃ 

漏液、発熱、発火、破裂、誤飲による大けびややけど、火災などを避けるた 
め、下記のミ主意事項をお守り < ださい。 

を険 I 0^ 

禁止 

• 火の中に入れない。電子レンジ传オープンで加熱しない。 

• ショートさせたり改造、分解しない。 

• コインやヘアピンなどの金属類と一緒に携帯、保管しない。 

• 火のそば、炎天下、高温になった車の中などで放置したりしない。 

•水-海水-牛乳-清涼飲料水-石酸水などの液体で磊らさない。 

IA 警告 I 

禁止 

• 八ンマーなどでたたいたり、踏みつけたり落下させるなどの強い衝撃を 
与えない。 

• 幼児の手の届かない場所に置さ、□に入れないよラミ主意する。万一、飲み 
込んだ場合は、ただちに医師に相談してください。 

• 指定された種類の電池を使用する。 

IA ミ主意 I 0〇 

禁止 指71^ 

• 乾電池は充電しない。 

• 電池を使い切ったとを、長期間使用しないとさは、取り出しておく。 

• +と一の向さを正しく入れる。 

• ちい電池と新しい電池、種類、メーカーの異なる電池は一緒に使わない。 
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お願い 


恥 ニッケル水素電池は U サイクルでをます。不要になった 

電池は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼っ 
て充電式電池リサイクル協力店へお持ちください。 

Ni-MH 

ニッケル 

水素電池 

巧電式電池の回収-リサイクルおよびリサイクル協力店については 

一般社団法人 JBRC ホームページ 
http://vvww.jb に. net/hp/contents/index.html 
を参照してください。 

商標について 

CL はソニー株式爸社の商標です。 

よくあるお問い合わせ、解決ち法などは、ホームページをご活用ください。 

http://www.sonv.jp/support/ 


巧い方相談な □ 


フリーダイヤル 

0120 -333-020 

携帯電話’ PHS’ 一部の IP 電話 

046巨-3 1-251 1 

受付時間月〜金：目:日日〜18:日日 
±旧.祝日：目:日日〜17:日日 


修理相談を口 


フリーダイヤル 

. 0120 -222-330 

携帯電話 ’PHS •—部の IP 電話 

. 046巨-3 1-2531 

※取扱説明書-1」モコン等の購入相談は 
こちらへお間い台わせください。 

受付時間ち〜金：日;日〇〜20:0日 
±•日.祝日： 9:0□〜17:00 


FAX (共巧） 0120-333-389 


上記番号へ接続を、最ネ刀のガイダンスび流れている間に 

r 402 j + r # j を巧してください。直接、担当窓□へおつなぞしまず。 


ま全のために 


ソニー 株式含社 〒1日8-日日7日まを都港区遵南1 -7- 1 
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